
真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～中間評価の概要～

○真庭バイオマス産業杜市構想とは
市内にある豊富なバイオマス資源を市民、事業者、行政が相互に理解・協力しながら有効活用することで、

地域全体の活性化につなげる構想。

「自然」「連携」「交流」「循環」「協働」をキーワードに次の
４つの事業化プロジェクトをH26～R5まで10年間取り組む。

○真庭市バイオマス活用推進計画とは
バイオマス産業杜市構想の理念のもとに、具体的なバイオマスの活

用・高付加価値化に向けた計画。
この計画により、次の５つの取組を推進する。

○中間評価の必要性
構想及び計画策定から平成30年度で５年が経過したため、プロジェクトの

目標達成状況、進捗状況及び事業計画見直しの必要性等を評価する。

評価内容は農林水産省へ報告するとともに、真庭市ホームページへ掲載し
広く市内外へ公表する。

①バイオマス発電事業
②木質バイオマスリファイナリー事業
③有機廃棄物資源化事業
④産業観光拡大事業

①再生資源を基盤とした自立型社会の実現
②バイオマスの複合的利活用と新技術の導入促進
③農林業の振興をはじめとする地域の活性化
④異分野・異業種間の交流・連携・協働を通じての地域内人材の育成
⑤バイオマス活用を軸にした地球温暖化防止
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～2013年度（H.25） 2014年度（H.26） 2015年度（H.27） 2016年度（H.28） 2017年度（H.29） 2018年度（H.30） 2019年度（R.01）

バイオマスタウン構想公表

バイオマス活用推進計画策定

バイオマス活用
推進計画中間評価

真庭バイオマス発電事業 真庭バイオマス
発電所運転開始

2015.04

真庭バイオマス集積基地稼働 真庭バイオマス集積基地第２工場稼働2014.10

森と人が共生するSMART工場モデル実証事業

真庭バイオリファイナリー事業推進協議会発足

真庭バイオケミカル(株)設立2015.03

バイオガスシステム構築モデル事業バイオディーゼル燃料販売
2005.11

バイオマスツアー
2006.12

木質バイオマスリファイナリー事業

有機廃棄物資源化事業

産業観光拡大事業

2014.07

真庭バイオマス発電(株)設立

2014.02

木質資源安定供給協議会発足2014.02

2006.04

2009.04

2010.06

2010.06

協議会解散
2019.05

真庭バイマスラボ開設2010.04

「真庭市地域産業振興センター」へ施設名改称
2019.04

真庭市役所・久世エスパス
への電力供給開始

市内小中学校・上下水道施設
への電力供給開始

第２工場保管棟完成 移動式破砕機追加導入

2014.06

バイオガスモデルプラント稼働2015.07 バイオ液肥スタンド設置

生ごみ等資源化施設
建設候補地決定2019.02

ＣＬＴ工場稼働

～2013年度（H.25） 2014年度（H.26） 2015年度（H.27） 2016年度（H.28） 2017年度（H.29） 2018年度（H.30） 2019年度（R.01）

バイオガスモデルプラント稼働

真庭バイオマス発電所運転開始

真庭バイオマス集積基地第２工場稼働

真庭・トンボの森づくり（カーボンオフセット）2012.04

2014.01
バイオマス産業杜市構想策定

真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～事業経過～

2015/03

2017/03

ツアーメニューの拡大・カスタム化
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真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～目標達成状況～
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tc/年 ①バイオマス発生量の変化

分析
製材所から発生するおが屑や端材の供
給が増加（廃棄物バイオマス）

間伐により発生する林地残材の供給が
増加（未利用バイオマス）

②バイオマス利用量の変化
tc/年

分析
バイオマス発電所の稼働により、バイ
オマス燃料需要が増加
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③バイオマス利用率の変化%

分析
廃棄物バイオマスは５年で目標達成
未利用バイオマスは目標の９割達成

波及効果
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ポイント！
この５年間で、４つのプロ
ジェクトを通じて市民・企業・
各種団体・行政が機能的に
連携しあう仕組が構築され、
新たな価値を生み出した。

バイオマス産業杜市構想の
実行により、真庭市全体の
「地域価値の向上」に貢献で
きている。

分析
当初想定していた効果を概ねクリア
さらなる雇用創出が課題

炭素換算ベース

重量ベース

炭素換算ベース 炭素換算ベース
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直接雇用として把握して
いる人数であり、実際に
は関連雇用が多数発生
していると思われる。



真庭バイオマス
発電事業

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ
ﾘﾌｧｲﾅﾘｰ事業

有機廃棄物
資源化事業

産業観光
拡大事業

・新たな価値の創造
・新分野の学び（人材育成）

真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～市民生活への波及効果～

山林所有者自らが放置
木を集積基地に搬入

製材所から排出される
端材の利活用

市内小学生を対象とした科
学実験教室

民間企業による新製品の開発・販売

農地や家庭菜園での
液肥の活用が促進

・山（木材）への関心
・不要物が有価物へ
年間14億円の燃料費が地元へ

・エネルギー自給率が33％へ上昇

高齢者・小規模農園の
生産品を真庭市場で販売

海の市山の市真庭でのご
みゼロ活動が定着

市民のごみ減量化・
分別意識が向上

・生ごみ減量化の意識向上
・廃棄物の有効活用

関連産業（宿泊、お土産、
昼食等）への波及

交流人口の拡大
バイオマスツアー客がIター
ン者に

福祉施設でのノベル
ティ生産が軌道に

・観光振興
・真庭市を全国へ発信
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住民が庭木の剪定枝を集積
基地に搬入

ペレットストーブの普及
218台（H31年度末）



●持続可能な森林づくり、
●生ごみ資源化
●マイクロ・小水力発電の推進

＜取組課題＞
地域資源を活用した
「回る経済」の確立

＜取組課題＞

環境に配慮した経済活動を行うこと
のできる人材育成

●木質バイオマス発電の推進
●CLT活用等木材需要の拡大
●資源循環・環境保全型農業の推進
●観光地域づくり

三側面をつなぐ統合的取組

永続的発展に向けた
地方分散モデル事業

環境

経済 社会
●経済及び環境における学習
機会の創出

●グローバル人材育成
●資源の分別の推進

バイオ液肥・バイオガス実証プラント

CLTを活用したホテル

＜取組課題＞
地域エネルギー自給率100%、

木質資源活用によるCO2排出量削減

木質資源

地域エネルギー

人材育成

農業

観光 普及啓発

木を使いきる真庭事業

自治体モデル事業
ー市民・産学官金の参画ー

有機廃棄物資源化事業

行ってみたくなる・住んでみたく
なるまちづくり事業

【岡山大学連携】
・総合大学の知見・助言

・経済、環境等の学習機会創出
・カナダUBC大学生 受入れ

【京都大学

広井教授連携】

AI予測に基づく
地方分散型
モデル実現

【岡山市連携】
旭川の環境保全

ＥＳＤ
(環境学習)

未来を担う人づくり事業

• エネルギー自給率100％達成や地産地消により
お金が市内で循環する「回る経済」を確立する。

• 観光DMOと連携した自転車のまちづくりなどの

「行ってみたくなる・住んでみたくなるまちづくり事
業」等を通じて、若者、関係人口、移住者を増やし、
人口減少や地域経済衰退の負の連鎖を断ち切る
「永続的発展」のモデルを構築する。

• 中山間地域における地方分散型のモデル地域を目指し、人口減少の抑制と年齢構成の偏在の解消に向け、既に効果が発現
している地域エネルギー100％に向けた取組を強化。地域資源を活用したＣＬＴ等の木材需要拡大、バイオ液肥を活用した農
業推進、独自の観光事業の促進など循環型の「回る経済」を確立する。

5

持続可能な地域を担うのはヒト

真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～新たな展開（ＳＤＧｓ未来杜市）～
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(1)広葉樹活用

かきがらを
活用した米

かいぼり調査

水辺の教室
（岡山市から参加）

(4)瀬戸内海との交流

集積基地

チップ販路拡大

広葉樹・雑木林

一般家庭

事業所等

し尿処理・
浄化槽汚泥場

バイオ液肥・
バイオガス
実証プラント

米・野菜に使用

無料配布

スマート農業

県内外の
バイオマス発電所

環境教育推進

(3)生ごみの資源化

生物多様性保全

多様な主体との連携のもと地域資源を活用し、環境・社会・経済への課題解決を目指す

ホタルの里バイオマスの
多様な活用

里山・里海
の連携

自動運転田植機 ドローン活用

(2)里山の保全

真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～新たな展開（真庭版地域循環共生圏）～

再生可能エネルギー100％への取組

真庭市内全体での取組



真庭バイオマス産業杜市構想・真庭市バイオマス活用推進計画 ～新たな展開（真庭版地域循環共生圏）～
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